


ステファニーへ

いとこのBより



昔むかしジェレミー・フィッシャー氏というカエルがいた。

住まいは、池のほとりにある、キンポウゲにかこまれた小さな湿っぽい家だった。



食料置き場も、裏口までつづく廊下も、どこもかしこも滑りやすくて水浸しでね。

でもジェレミー氏は、足は濡れてるのがお好みだったんだ。叱る人はいなかったし

、風邪も引きやしないんだから！



表をのぞいて見たところ、たいそう嬉しいことに、池の水面に大粒の雨がはじけて

た——



「ミミズを掘って釣りに行くである、晩飯のおかずにウグイをつかまえるんである

」とジェレミー・フィッシャー氏は言った。

「五匹以上釣れたら、友達のリクガメ・プトレマイオス長老と、アイザック・ニュ

ートン卿を招待するである。長老は、しかれども菜食であるが」



ジェレミー氏は雨合羽を着て、ぴかぴかの雨靴をはいた。

釣り竿と魚籠を持つと、みごとなカエル跳びでもって、小舟を泊めてある場所に出

発した。



小舟は丸くて緑色で、まわりにあるスイレンの葉っぱに瓜二つだった。

池の真ん中に生えている水草に舫ってあったんだ。



ジェレミー氏は葦の竿をとり、広々した水面へと小舟を押しだした。

「小生はウグイの穴場を知ってるんである」



ジェレミー氏は、竿を泥の中につきさして、小舟を泊めた。

それからあぐらをかいて腰を据え、釣り支度をはじめた。

お気に入りの小さな赤い浮きに、丈夫な草の茎でできた釣り竿、釣り糸は上等な白

い長い馬の毛で、そのはしっこに、のたくる小さなミミズを結びつけた。



雨に背を打たせながら、じっと浮きを見つめること小一時間。

「あきてきたである、ここらでお昼にするである」



小舟をこぎ返して水草のあいだに戻り、籠からお弁当を取り出した。

「ちょうちょサンドを食して、雨があがるのを待つとするのである」と、ジェ

レミー・フィッシャー氏は言った。



ばかでかいゲンゴロウが、スイレンの葉の下にやってきて、片っぽの雨靴の先

をひっぱった。

ジェレミー氏は足を組み直して届かないところにひっこめ、サンドイッチを食べ続

けた。



一、二度、何かが池のそばの藺草のしげみを、がさがさばちゃばちゃと動き回

った。

「ねずみではあるまいが」とジェレミー・フィッシャー氏。「ここから離れた方が

よさそうである」



ジェレミー氏は、また少し小舟をこいで水草のあいだから出ると、釣り餌を垂れた

。

ほとんど間を置かずに引きがきて、浮きが激しく上下した！

「ウグイ！　ウグイ！　もらったである！」

ジェレミー・フィッシャー氏は竿を引きあげながら叫んだ。



ところがびっくり仰天！

脂ののったつるつるのウグイのかわりに、ジェレミー氏が釣りあげたのは、とげと

げだらけのちびのトゲウオ、ジャック・シャープ！



トゲウオは、小舟のうえで刺すわ噛むわ、息が続かなくなるまでのたうちまわった

あげく、また水の中に飛び込んでいった。



おまけに小さな魚の群れが、水面から顔を出し、ジェレミー・フィッシャー氏を笑

うのさ。



それでジェレミー氏が悄然と小舟の縁に座り——  痛む指をなめながら水底を見つ
めてたら——  さらにひどいことが起きたんだ。心底おそろしい羽目になってたは
ずだったんだよ、もしもジェレミー氏が雨合羽を着てなかったら！



とびきりでっかい大マスが現れて——  水しぶきをあげてザッパーーーン！——  ジ
ェレミー氏をパクリとくわえて、「あう！あう！あう！」——  そうして身を翻し
、池の底に引きずり込んだんだ！



けれども雨合羽があまりにまずかったもんで、マスのやつ30秒とたたずにジェ
レミー氏を吐きだした。だから飲み込まれたのは雨靴だけ。



ソーダ水の瓶から飛び出した泡とコルクみたいに水面にはね飛ばされたジェレミ

ー氏は、岸にむかって全力で泳いだ。



まっさきにたどりついた土手にはいあがると、川辺の草むらをつっきって、家まで

跳んで帰った。ぼろぼろになった雨合羽をひっかけて。



「カワカマスでなかったのは不幸中の幸いである！」とジェレミー・フィッシャ

ー氏。

「釣り竿と魚籠をなくしてしまったが、そんなものはかまわないのである。小生は

もう二度と釣りなどごめんこうむるのであるから！」



指に絆創膏をはっていると、友人達がそろって夕食を呼ばれにやってきた。

魚をご馳走することはできなかったけれど、他のものなら食料貯蔵庫にあった。



アイザック・ニュートン卿は、金と黒模様のチョッキを着てきたし、



リクガメのプトレマイオス長老どのは、サラダにする野菜を網袋に入れてきた。



そして、素敵なウグイ料理の代わりに——  饗されたのは、ローストバッタのテン
トウムシソース添え。カエルにとってはこの上ないご馳走というわけさ。私なら間

違いなく、ウェッてなっちゃうけどね！

　　　おしまい
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